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1. 2023年2月期第3四半期の連結業績（2022年3月1日～2022年11月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年2月期第3四半期 24,724 ― △449 ― △379 ― 4,176 ―
2022年2月期第3四半期 46,040 25.8 △2,130 ― △2,042 ― △2,112 ―

（注）包括利益 2023年2月期第3四半期　　4,875百万円 （―％） 2022年2月期第3四半期　　△2,308百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年2月期第3四半期 78.71 ―
2022年2月期第3四半期 △39.80 ―

（注１）前第１四半期連結会計期間において行われた企業結合に係る暫定的な会計処理が前連結会計年度末に確定しており、2022年２月期第３四半期につい
ては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の当初配分額の重要な見直しが反映された後の金額によっております。
（注２）第１四半期連結会計期間の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を適用しており、2023年２月期第３四半
期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、当該基準等適用前の前期の実績値に対する増減率は記載しておりません。な
お、総額売上高（従来の計上方法による売上高）は、61,658百万円（+33.9％）であります。

(2) 連結財政状態
総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年2月期第3四半期 65,180 22,676 33.6 412.84
2022年2月期 54,262 18,007 31.8 325.05
（参考）自己資本 2023年2月期第3四半期 21,904百万円 2022年2月期 17,247百万円
（注）第１四半期連結会計期間の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を適用しており、2023年２月期第３四半期に
係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

2. 配当の状況
年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年2月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
2023年2月期 ― 0.00 ―
2023年2月期（予想） ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

(注) 2023年２月期の期末及び合計の配当金額は未定であります。

3. 2023年 2月期の連結業績予想（2022年 3月 1日～2023年 2月28日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 32,500 ― 50 ― 50 ― 4,400 339.8 82.92

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
（注）2023年２月期の期首より「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年３月31日)等を適用しており、上記の業績予想は当該会計基準等を
適用した後の数値となっております。なお、総額売上高（従来の計上方法による売上高）の予想は、81,000百万円（+24.5％）であります。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無
新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年2月期3Q 53,289,640 株 2022年2月期 53,289,640 株
② 期末自己株式数 2023年2月期3Q 232,818 株 2022年2月期 228,418 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年2月期3Q 53,059,089 株 2022年2月期3Q 53,066,279 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、そ
の達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる
条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来
予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（1）経営成績に関する説明

当第３四半期（2022 年３月 1 日～2022 年 11 月 30 日）におけるわが国経済は、現政権下での

総合経済対策による景気減速への対応が進み景気の緩やかな回復への期待感があるものの、新型

コロナウイルス感染症の再拡大やウクライナ情勢の長期化等で、供給面での制約や原材料価格の

上昇、また、外国為替市場で円相場が大幅に下落する等、金融資本市場の変動等の影響により、

依然厳しい状況のうちに推移いたしました。 

百貨店業界におきましては、富裕層を中心とした堅調な消費動向に加え、10月上旬より訪日外

国人観光客の入国が緩和されたことでインバウンド売上が急速に回復したこと等もあり、東京地

区百貨店売上高は前年実績を大幅に上回りました。 

こうした状況の中、当社グループでは、新たな「中期経営計画『サステナブルな成長に向けて』

(2022～2024 年度)」において、将来のありたい姿を実現するために「未来に希望の火を灯す、全

てのステークホルダーが幸せになれる場を創造する」ことを「MISSION」として位置づけ、その

実現に向けた新たな成長基盤づくりと成長軌道への回復を推進してまいりました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は 24,724 百万円(前年同四半期は売上高

46,040百万円)、営業損失は 449百万円(前年同四半期は営業損失 2,130百万円)、経常損失は 379

百万円(前年同四半期は経常損失 2,042百万円)、親会社株主に帰属する四半期純利益は 4,176百

万円(前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失 2,112 百万円)となりました。なお、

「収益認識会計基準」等の適用により、当第３四半期連結累計期間の売上高は 36,933 百万円減

少しております。 

＜百貨店業＞ 

百貨店業の銀座店では、中期経営計画の諸施策の下、当第３四半期におきましては、コロナ禍

の消費動向の変化を取り込みつつ、１階インターナショナルブティックや７階リビングフロア等

の改装を推し進め、収益力の向上を目指しつつ新たな顧客層の獲得を目指す等、さらなる顧客基

盤の拡大と深耕に注力いたしました。 

また、記録的な円安に加え、旅行目的での海外渡航が依然として障害が大きい中、11月に「英

国フェア」を開催いたしました。英国の上質な日常を彩る食品や雑貨等を取り揃えた商品展開や

各種イベントの開催は、リアル店舗の魅力を最大限に発揮し、各方面で大きな話題となりました。 

当社の強みとなるコンテンツ事業におきましては、「大ベルセルク展 ～ 三浦建太郎 画業 32

年の軌跡 ～ 銀座 Edition」を開催する等、独自性と話題性のある企画によって集客力を高め、

売上の向上に努めてまいりました。 

浅草店におきましては、入居する商業施設「EKIMISE」との相乗効果の発揮に取り組み、施設内

を買い廻るお客様の需要を取り込むプロモーションの強化や、お客様への積極的な商品提案やお

もてなしを強化する等、業績の向上に尽力してまいりました。 
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以上の結果、百貨店業の売上高は 19,937百万円(前年同四半期は 42,049 百万円)、営業損失は

371 百万円(前年同四半期は営業損失 1,578 百万円)となりました。なお、「収益認識会計基準」

等の適用により、売上高は 36,931百万円減少しております。 

＜飲食業＞ 

飲食業の㈱アターブル松屋におきましては、婚礼宴会部門において婚礼組数の獲得に取り組ん

だ結果、主力の「東京大神宮マツヤサロン」を中心に売上が拡大したことに加え、新型コロナウ

イルス感染症による自宅療養者への食糧支援事業を東京都から受託したこともあり、売上高は前

年を上回りました。また、営業費用の圧縮にも取り組んだ結果、営業損失は改善いたしました。 

以上の結果、飲食業の売上高は 2,362 百万円(前年同四半期は 1,480 百万円)、営業損失は 168

百万円(前年同四半期は営業損失 533百万円)となりました。 

＜ビル総合サービス及び広告業＞ 

ビル総合サービス及び広告業の㈱シービーケーにおきましては、銀座店の改装に伴う建装や電

気工事の受注で売上が拡大したものの、建装部門において前年に大型受注を計上したことの影響

を受けた結果、売上高、営業利益とも前年を下回りました。 

以上の結果、ビル総合サービス及び広告業の売上高は 3,502 百万円(前年同四半期は 3,608 百

万円)、営業利益は 30 百万円(前年同四半期は営業利益 73 百万円)となりました。 

 

（2）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は前連結会計年度末に比べ、10,918 百万円増加し

65,180百万円となりました。これは主に現金及び預金 7,518 百万円の増加、受取手形及び売掛金

3,124 百万円の増加等によるものであります。負債合計は前連結会計年度末に比べ、6,249百万円

増加し 42,504百万円となりました。これは主に支払手形及び買掛金 4,207 百万円の増加、契約負

債 3,240 百万円の増加、その他流動負債 1,806 百万円の減少等によるものであります。純資産合

計は利益剰余金 3,968 百万円の増加等により、4,668 百万円増加し 22,676 百万円となりました。

なお、「収益認識会計基準」等の適用により、利益剰余金の当期首残高は 207百万円減少しており

ます。 

 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2023年２月期の通期連結業績予想につきましては、2022 年 10月 13 日付の「2023年２月期 第

２四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」における業績予想から修正は行っておりません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,441 9,959

受取手形及び売掛金 3,447 6,571

棚卸資産 1,742 1,623

その他 633 573

貸倒引当金 △12 △23

流動資産合計 8,251 18,703

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,738 9,531

土地 18,600 18,592

その他（純額） 407 376

有形固定資産合計 28,746 28,500

無形固定資産

借地権 9,379 9,379

その他 654 564

無形固定資産合計 10,034 9,944

投資その他の資産

投資有価証券 5,622 6,617

その他 1,617 1,424

貸倒引当金 △9 △9

投資その他の資産合計 7,229 8,032

固定資産合計 46,010 46,476

資産合計 54,262 65,180

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,713 9,921

短期借入金 8,773 8,732

未払金 631 906

未払法人税等 301 1,778

契約負債 ― 3,240

賞与引当金 108 19

商品券等回収損失引当金 517 393

ポイント引当金 89 ―

その他 4,650 2,844

流動負債合計 20,786 27,836

固定負債

長期借入金 11,193 10,630

環境対策引当金 25 25

再開発関連費用引当金 487 308

退職給付に係る負債 552 559

その他 3,210 3,144

固定負債合計 15,468 14,668

負債合計 36,255 42,504
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年11月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 7,132 7,132

資本剰余金 5,411 5,411

利益剰余金 3,253 7,222

自己株式 △297 △297

株主資本合計 15,499 19,468

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,991 2,639

退職給付に係る調整累計額 △243 △203

その他の包括利益累計額合計 1,748 2,435

非支配株主持分 759 772

純資産合計 18,007 22,676

負債純資産合計 54,262 65,180
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年３月１日
　至 2021年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年３月１日
　至 2022年11月30日)

売上高 46,040 24,724

売上原価 36,675 12,688

売上総利益 9,365 12,036

販売費及び一般管理費 11,496 12,485

営業損失（△） △2,130 △449

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 60 64

債務勘定整理益 147 79

受取協賛金 15 16

持分法による投資利益 ― 30

助成金収入 103 130

その他 75 79

営業外収益合計 402 402

営業外費用

支払利息 167 144

商品券等回収損失引当金繰入額 106 75

その他 41 113

営業外費用合計 314 333

経常損失（△） △2,042 △379

特別利益

固定資産売却益 ― 4,184

固定資産受贈益 35 ―

投資有価証券売却益 17 53

助成金収入 131 ―

段階取得に係る差益 ― 495

負ののれん発生益 376 387

その他 51 173

特別利益合計 612 5,294

特別損失

固定資産除却損 26 56

投資有価証券評価損 66 41

臨時休業による損失 248 ―

段階取得に係る差損 332 ―

再就職支援制度関連損失 ― 80

その他 1 ―

特別損失合計 675 178

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△2,106 4,736

法人税、住民税及び事業税 51 562

法人税等調整額 △27 △13

法人税等合計 24 548

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,130 4,188

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△18 12

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△2,112 4,176
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年３月１日
　至 2021年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年３月１日
　至 2022年11月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,130 4,188

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △209 647

退職給付に係る調整額 31 39

その他の包括利益合計 △178 687

四半期包括利益 △2,308 4,875

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,290 4,863

非支配株主に係る四半期包括利益 △18 12
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（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更） 

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29号 2020年３月 31日。以下「収益認識

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービ

スの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取れると見込まれる金

額で収益を認識しております。 

これにより、当社グループが代理人として関与したと判定される取引については純額で表

示しております。また、販売促進のためのポイント制度において、付与ポイントを履行義務と

識別して契約負債を認識し、履行義務が消滅する利用・失効時に収益を認識しております。さ

らに、自社商品券の未使用部分について、使用見込分の回収率に応じて比例的に収益を認識

しております。 

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第 84項ただし書きに定める経過

的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適

用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該

期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基準第 86 項に定め

る方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとん

どすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収

益認識会計基準第 86 項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首

より前までに行われた契約変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づ

き、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加

減しております。 

この結果、第１四半期連結会計期間の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことによ

り、利益剰余金の当期首残高が 207 百万円減少しております。また、従来方法に比べて、当第

３四半期連結累計期間の売上高は 36,933 百万円減少、売上原価は 36,877 百万円減少、販売

費及び一般管理費は 54百万円減少しております。なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第 12 号 2020 年３月 31 日）第 28－15 項に定める経過的な取扱いに従って、

前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載してお

りません。 

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負
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債」に表示していた「ポイント引当金」、「商品券等回収損失引当金」及び「その他」の一部は、

第１四半期連結会計期間より「契約負債」に含めて表示しております。なお、収益認識会計基

準第 89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法に

より組替えを行っておりません。 

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用） 

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第 30 号 2019 年７月４日。以下「時価算

定会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第

19 項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第 10号 2019年７月４日）第 44－２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来

にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありま

せん。 

 

（追加情報） 

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の影響

に関する仮定について、重要な変更はありません。 

なお、本感染症による影響は不確定要素が多く、今後の感染拡大の状況によっては当社グルー

プの財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。 

 

（企業結合等関係） 

（比較情報における取得原価の当初配分額の重要な見直し） 

2021 年４月７日に行われた㈱銀座インズとの企業結合について前第１四半期連結会計期間

において暫定的な会計処理を行っておりましたが、前連結会計年度末に確定しております。 

この暫定的な会計処理の確定に伴い、当第３四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に

含まれる比較情報において取得原価の当初配分額に重要な見直しが反映されております。 

この結果、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書は、営業損失、経常損失がそ

れぞれ 41百万円減少、税金等調整前四半期純損失、四半期純損失がそれぞれ 183百万円増加、

親会社株主に帰属する四半期純損失が 203 百万円増加しております。 
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自 2021年３月１日 至 2021年11月30日) 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位：百万円) 

報告セグメント 

その他 
(注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期 
連結損益
計算書 
計上額
(注)３ 

百貨店業 飲食業 

ビル総合
サービス
及び 
広告業 

計 

売上高 

  外部顧客への売上高 41,837 1,478 1,939 45,256 784 46,040 ― 46,040 

セグメント間の内部
売上高又は振替高

211 1 1,668 1,881 716 2,598 △2,598 ― 

計 42,049 1,480 3,608 47,138 1,501 48,639 △2,598 46,040 

セグメント利益又は
損失(△)  (注)４

△1,578 △533 73 △2,038 △40 △2,078 △52 △2,130

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、用度品・事務用品の納

入、ＯＡ機器類のリース、保険代理業、輸入商品の販売、商品販売の取次ぎ、商品検査業務、不

動産賃貸業等が含まれております。 

２  セグメント利益又は損失(△)の調整額△52百万円は、セグメント間取引消去等であります。 

３  セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

４  （企業結合等関係）の（比較情報における取得原価の当初配分額の重要な見直し）に記載のとお

り、取得原価の当初配分額の重要な見直しに伴い、当該見直し反映後のものを記載しております。 

２ 報告セグメントごとの資産に関する情報 

  該当事項はありません。 

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（重要な負ののれん発生益） 

 第１四半期連結会計期間に㈱銀座インズの株式を追加取得し、持分法適用関連会社から連結子会社化

したことにより、負ののれん発生益376百万円を計上しております。また株式の追加取得時において段階

取得に係る差損332百万円を併せて計上しております。 

なお、当該負ののれん発生益等は報告セグメントには配分しておりません。 
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Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自 2022年３月１日 至 2022年11月30日) 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報 

(単位：百万円) 

報告セグメント 

その他 
(注)１ 

合計 調整額 
(注)２ 

四半期 
連結損益
計算書 
計上額
(注)３ 

百貨店業 飲食業 

ビル総合
サービス
及び 
広告業 

計 

売上高 

顧客との契約から生

じる収益 
19,340 2,361 1,679 23,381 415 23,797 ― 23,797 

その他の収益 

(注)４ 
411 ― ― 411 515 927 ― 927 

 外部顧客への売上高 19,752 2,361 1,679 23,793 931 24,724 ― 24,724 

セグメント間の内部

売上高又は振替高
185 0 1,823 2,009 864 2,873 △2,873 ― 

計 19,937 2,362 3,502 25,802 1,795 27,598 △2,873 24,724 

セグメント利益又は

損失(△)
△371 △168 30 △508 105 △403 △46 △449

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、用度品・事務用品の納

入、保険代理業、輸入商品の販売、商品販売の取次ぎ、商品検査業務、不動産賃貸業等が含まれ

ております。 

２  セグメント利益又は損失(△)の調整額△46百万円は、セグメント間取引消去等であります。 

３  セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

４ その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号 2007年３月30日） 

の範囲に含まれる不動産賃貸収入等であります。 

２ 報告セグメントごとの資産に関する情報 

  該当事項はありません。 

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（重要な負ののれん発生益） 

 第２四半期連結会計期間に株式会社大勝堂の株式を追加取得し、連結子会社化したことにより、負の

のれん発生益387百万円を計上しております。また株式の追加取得時において段階取得に係る差益495百

万円を併せて計上しております。 

なお、当該負ののれん発生益等は報告セグメントには配分しておりません。 

４ 報告セグメントの変更等に関する事項 

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

 （会計方針の変更）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から「収益認識に関する会計基

準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を適用し、収益認識に関する会計処理方法を変更した

ため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。 

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「百貨店業」の売上高が36,931百

万円減少しております。 
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